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第 33回千葉医学会総会講演要旨

(昭和 31年 11月 17日 於千葉犬学医学部木館犬講堂〉 
1. ラット心肺標本に9いて
金沢知礼(薬 理).
小動物の心肺標本の作製は比較的困難とされてい
るが，最近 Begovie u. Stern及び Bubno旺 et 
al.等が，ラット心肺標本について報告している。 
私は Begovie法に若干の改良を加えて，ラット心
肺標本を作製し，その標本作製に関する吟味につい
ては，既に薬理学会に発表したが，その後更に 2---3
の知見を得たので、併せて誌に報告する。
標本作製には，体重200g前後の冷却冬眠状ラ y
トを用い，また，作製し得たラット心肺標本につい
て，動脈抵抗を増減した場合，及び Reservoirを
上下した場合の大動脈庄，右心房圧及び分時持出量
の態度をそれぞれ追求して，それらの間の相互関係
を確めたのち，ラ y ト心肺標本に対する Pheno-
thiazin系薬物及EF，所謂強心剤の 2--3について，
その作用を観察した。 
2. プFウ球菌のフアージタイピシグにヨいて
一特に溶原1I生との関連においてー
波多野基一(細 菌〉 
O岩崎洋治〈中山外科〉 
1942年R.T. Fiskにより 24種のプドウ球菌の
ファージが分離されその後プドウ球菌をそのファー
ジの溶菌域によって型別する事が可能となり，最近 
臨床的にも応用される様になって来た。私共はその
型別への考察検討を加えるため 2，3の実験を行つ 
た。即ち，種々の箇所より 100株のプドウ球菌を分
離し一方これらの菌の溶原性を検索して 10，000の
組合せの結果，現在迄に 34株の溶原性菌及びその指 
示菌 30株を検出した。更に分離した各菌を Type
Culture Collectionより入手した従来のファージ
により型別し，その生物学的性状持に病原性につい
て泊求しつつ，それらの各性状間の関係について考
'察を加えた。一方新たに検出した溶原性菌のファー 
ジと型別に用いているフア{ジとの比較をその溶菌
 
域において行い，現在のプドウ球菌の型別及びその

方法に対して考察を行った。

3. 細菌によるヒスタミシの生成と魚介類の種類
との関係
飯田宏美，中山順弘，松野仁(腐研〉
サシマ桜干し中毒は肉中のヒスチヂンを脱茨酸L
て， ヒスタミシを産生する腐敗細菌による腐敗アミ
ン中毒であることが判明したが，ヒスタミ yの基質
となるヒスチヂンは魚肉の蛋白質が分解されて生ず
るばかりでなく，鮮魚中にエキス分として含有され
ているものが主として利用されるらしし、。
従って魚肉の種類によってはエキス分としてヒス
チヂ yを含まないが，少量含むのみであるのでiこ
の様な魚では中毒が成立しない。ヒスタミ Y産生細
菌である Pr.morganiiを用いて多くの魚肉浸出液
について実験した結果，青い皮膚の魚とそうでない
魚との聞にはっきりした差異のあることが明らかに 
なった。 
4. プラスティック工業に於け各工場中毒に闘す・
各研究〈第 2報〉
藤原喜久夫，中山 博〈衛生〉
演者等はピニル合成樹脂の加工時に用いられる添
加物による工場中毒について報告する。 
1) 中毒患者の発生職場，就業環境よりみて，本
中毒は，安定期jの一種である所の所謂 Stabilizer
NO.52によるものと考えられるので(第1報)，今
回はこれを裏付ける為に，その主要成分である所の
Dibuty1-tin-dilaura teを別に純品として合成せる
ものを用いて動物実験を行った結果，前報と全く同
ーの濃度で充分な毒性の発現を認めた。
2) 本毒物，即ち， Dibutyl-tin-di1aurateの空
気中定量法として， Dithiol法を応用せる結果，概 
ね満足すべき成績を得た。
の なお叉，木中毒に対する， V. B1' Glucose 
その他の物質の影響について若干論じたいと思う。
5. 南伊豆地方の大平肺吸虫について(1)
1) 自然終宿主の追加
めベシケイガエにおけ各メタセルカ 9ヤの
品 寄生率
